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町
民
憲
章
 * 

赤
池
町
は
、
福
智
山
麓
の
豊
か
な
自
然
と
伝
統
・
 
文 
化 
に 

恵
ま
れ
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
o
 

わ
た
く
し
た
ち
は
、
人
の
心
の
豊
か
さ
を
も
と
め
て
住
み
 

よ
い
ふ
る
さ
と
活
気
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
リ
を
願
い
、
こ
・
」
 

に
町
民
憲
章
を
定
め
ま
す
〇
 

、 

一
、
人
を
大
切
に
し
明
か
る
く
住
み
よ
い
 

町
を
「
く
り
ま
す
〇
 

一
、
郷
土
の
自
然
を
愛
し
美
し
い
町
を
「
 

一
 

く
り
ま
す
〇
 

、
学
ぶ
心
を
は
ぐ
く
み
か
お
り
高
い
文
 

化
の
町
を
「
く
り
ま
す
〇
 

一
、
健
康
で
働
く
喜
び
を
も
ち
生
き
が
 

の
あ
る
町
を
「
く
り
ま
す
〇
 

~ 

~ 

f 

》 
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、

 、
 

一
、
き
ま
り
を
守
り
平
和
な
町
を
「
く
り
 

ま
す
〇
 

田1一 
ユチ 

イヒ 

【コスモス】 【桜】 

町 鳥 

【き じばと】 
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く
 

町
制
施
行
五
十
周
年
を
記
念
し
て
、
 

町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
募
集
し
て
い
ま
 

し
た
「
町
民
憲
章
」
「
町
花
」
「
町
木
」
「
町
 

鳥」 

が
決
り
ま
し
た
。
（
今
月
号
の
表
紙
 

を
飾
っ
て
く
れ
ま
し
た
）
 

た
く
さ
ん
の
御
応
募
を
い
た
だ
き
、
 

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

み
な
さ
ん
か
ら
応
募
さ
れ
た
作
品
を
 

「
町
民
憲
章
」
 
は
起
草
委
員
会
と
い
う
 

会
を
作
り
、
又
「
町
花
片
町
木
」
「
町
鳥
」
 

は
選
考
委
員
会
と
い
う
会
で
、
何
度
も
 

会
議
を
開
催
し
て
審
議
を
く
り
返
し
た
 

う
え
町
に
答
申
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
 

き
ま
し
た
。
町
で
は
、
こ
の
答
申
書
を
 

町
議
会
に
提
案
し
て
、
承
認
を
得
ま
し
 

1,126人の（70Ii馨） 

長寿のお祝い 

10月15日 

▼「町花」「町木」「町鳥」起草委員会 

た
。
答
申
書
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
 

す。 

『
町
民
憲
章
』
 

⑥
目
的
 

町
制
五
十
周
年
を
契
機
に
 

町
民
が
豊
か
な
自
然
環
境
や
歴
史
的
、
 

文
化
的
資
源
に
恵
ま
れ
た
赤
池
町
に
生
 

き
る
誇
り
と
喜
び
を
も
ち
、
さ
ら
に
郷
 

土
の
発
展
と
住
み
よ
い
豊
か
な
町
づ
く
 

り
を
実
現
す
る
た
め
の
精
神
的
基
盤
と
 

な
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。
 

⑥
起
草
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
 

〇
第
二
次
総
合
計
画
の
基
本
理
念
と
マ
 

ッ
チ
す
る
内
容
の
も
の
 

〇
だ
れ
に
も
理
解
で
き
る
簡
潔
な
内
容
 

の
も
の
 

〇
抽
象
的
で
な
く
具
体
 

的
な
目
標
を
定
め
て
い
 

る
内
容
の
も
の
 

〇
文
章
を
見
て
イ
メ
ー
 

ジ
が
わ
い
て
く
る
内
容
 

の
も
の
 

〇
能
動
的
な
内
容
の
も
 

の
で
な
く
自
立
的
な
内
 

容
の
も
の
 

〇
前
文
で
は
、
町
が
今
 

後
進
む
べ
き
方
向
付
け
 

を
明
確
に
す
る
た
め
本
 

一
町
が
目
指
す
「
人
の
心
 

の
豊
さ
を
も
と
め
て
」
 

を
取
り
入
れ
、
具
体
的
 

な
五
つ
の
柱
で
ま
と
め
 

ま
し
た
。
 

病
？
風
な
ど
し
な
い
で
ね
 

市
場
小
生
徒
、
老
人
ホ
ー
ム
慰
間
ー
 

朝
、
タ
め
っ
き
り
寒
さ
を
感
じ
ま
す
 

十
月
二
十
二
日
田
に
、
市
場
小
学
校
四
 

年
二
組
の
生
徒
た
ち
が
、
老
人
ホ
ー
ム
 

天
郷
荘
を
訪
問
し
ま
し
た
。
 

生
徒
の
み
ん
な
は
、
毎
日
朝
の
会
、
 

帰
り
の
会
で
練
習
し
た
色
ん
な
曲
の
合
 

奏
、
合
唱
を
中
心
に
、
お
年
寄
り
の
み
 

な
さ
ん
へ
 
「
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
」
 

と
の
呼
び
か
け
や
手
紙
と
贈
り
物
、
そ
 

し
て
、
学
級
P
T
A

の
お
母
さ
ん
た
ち
 

と
の
踊
り
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。
 

合
唱
の
時
に
は
、
赤
池
で
生
ま
れ
た
 

音
楽
家
「
河
村
光
陽
」
に
つ
い
て
の
紹
 

介
と
、
何
度
も
耳
に
な
じ
ん
で
い
る
代
 

表
曲
数
曲
の
発
表
を
し
ま
し
た
。
 

慰
問
を
受
け
た
、
お
年
寄
り
の
み
な
 

さ
ん
は
、
 

一
生
懸
命
な
子
供
の
姿
に
、
 

目
を
輝
か
せ
、
微
笑
ん
だ
り
、
瞳
を
う
 

る
ま
せ
た
り
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
 

て
い
ま
し
た
。
 

子
供
た
ち
も
、
お
年
寄
り
の
輪
の
中
 

へ
入
り
、
熱
心
に
語
っ
て
く
れ
る
お
じ
 

い
ち
ゃ
ん
や
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
口
元
 

を
、
し
っ
か
り
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。
 

町民会館にて 
．
 

・
 

▼お年寄りに話しを聞いている子供たち 

『
町
花
』
コ
ス
モ
ス
 

〇
強
く
た
く
ま
し
い
中
に
も
可
憐
さ
を
 

持
ち
、
親
し
み
や
す
く
赤
池
の
土
壌
に
 

合
っ
て
い
る
。
 

『
町
木
』
 

桜
 

〇
町
の
歴
史
的
背
景
と
、
地
理
的
、
自
 

然
条
件
に
特
に
適
合
し
、
町
内
で
も
多
 

く
植
樹
さ
れ
て
い
る
。
 

『
町
鳥
』
き
じ
ば
と
 

〇
俗
に
や
ま
ば
と
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
 

町民憲章起草委員会委員 町花・町木・町鳥選考委員会委員 

( ）は委員長（敬称略） ( ）は委員長（敬称略） 

町
内
に
数
多
く
生
息
し
て
お
り
、
人
に
 

な
れ
や
す
く
夫
婦
仲
が
良
い
。
町
の
キ
 

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
ク
ふ
れ
あ
い
《
の
言
 

葉
と
マ
ッ
チ
す
る
。
 

以
上
の
様
に
、
色
々
な
点
に
留
意
さ
 

れ
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
一
生
懸
命
考
え
 

て
、
応
募
さ
れ
た
方
、
又
、
考
え
た
の
 

だ
け
れ
ど
応
募
さ
れ
な
か
っ
た
方
、
そ
 

の
作
品
を
も
と
に
し
て
、
頭
を
悩
ま
さ
 

れ
た
二
つ
の
 
「
委
員
会
」
 
の
み
な
さ
ん
、
 

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
感
謝
致
し
 

ま
す
。
 

氏 名 機 関 名 

（太田 達彦） 四 季 会 

山 下 次 男 町 議 会 

高 林 政 敏 農業委員会 

平 野 敏 光 田川農協赤池支所 

田 中 稔 観光委員会 

松 本 義 隆 商 工 会 

秦 住 雄 教育委員会 

立 花 杉 夫 老人クラブ連合会 

ノ」、 松 美代子 婦 人 代 表 

田 中 浩 二 青 年 代 表 

熊 谷 信 孝 学識経験者 

芦 馬 芳 美 学識経験者 

氏 名 役 職 

（池永 久夫） 収 入 役 

浦 田 弘 二 製, 士二 巨 
子ス 月 ］又 

村 上 慶 悉 赤池中学校校長 

宮 崎 憲 一 市場小学校校長 

大久保 雄 上野小学校校長 

総 務 課 長 世 良 英 次 

木 村 邦 治 鉱 害 課 長 

山 末 直 美 議会事務局長 

日 高 一 雄 町立病院係長 

山 尾 勝 子 企 画 係 長 

秋期イノシシ駆除終る 
猟友会のみなさん 

ーありがとうございました― 

上H
」古『U
古
H
 古

 古

・

h

 

田
川
猟
友
会
赤
 

池
支
部
（
小
松
節
 

夫
支
部
長
、
支
部
 

員
数
二
十
八
人
）
 

に
よ
り
毎
週
木
曜
 

日
と
日
曜
日
に
行
 

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

秋
期
イ
ノ
シ
シ
駐
 

除
が
 10 

月
 31 

日
を
 

も
っ
て
終
り
ま
し
 

た。 
I 
I 

農
家
の
方
が
丹
精
を
こ
め
て
育
て
た
 

イ
ネ
の
穂
が
、
よ
う
や
く
色
づ
く
時
期
 

に
、
イ
ノ
シ
シ
が
イ
ネ
を
食
い
荒
ら
し
 

巨
体
で
イ
ネ
を
押
し
倒
し
て
し
ま
い
ま
 

す
。
赤
池
の
特
産
品
で
あ
る
 
「
赤
池
梨
」
 

も
、
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
に
毎
年
悩
ま
さ
 

れ
ま
し
た
。
猟
友
会
の
み
な
さ
ん
の
活
 

躍
で
今
年
は
二
十
八
頭
の
イ
ノ
シ
シ
を
 

仕
留
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
御
苦
 

労
様
で
し
た
。
 

AU
古

ー

 古

 

早
期
発
見
●
早
期
治
療
（
国
熊
鮎
）
 

赤
池
町
国
民
健
康
保
険
の
一
人
当
り
 

に
か
か
る
医
療
費
が
、
国
の
基
準
九
万
 

五
千
八
百
六
十
四
円
（
昭
和
六
十
一
年
 

度
）
よ
り
高
く
十
一
一
 

万
七
千
四
十
円
同
と
 

な
っ
て
い
ま
す
の
で
 

「
高
度
医
療
指
定
市
 

町
村
」
 
の
指
定
を
受
 

け
ま
し
た
。
 

こ
の
指
定
を
受
け
 

る
と
、
国
の
基
準
よ
 

り
高
い
医
療
費
は
、
 

保
険
税
と
、
指
定
さ
 

れ
た
市
町
村
で
賄
う
 

康
に
気
を
つ
け
、
町
が
行
っ
て
い
ま
す
 

「
一
般
検
診
や
ガ
ン
検
診
」
 
な
ど
の
検
 

診
を
積
極
的
に
受
け
、
病
気
の
早
期
発
 

見
、
早
期
治
療
に
努
 

●よい医療を受けるための加か条． 
0 お医者さんを信頼する 
0 必ず診療時間内に診てもらう 
O むやみに、お医者さんをかえない 
0 症状は明確に申し出る 
0 初診のときは保険証を忘れない 
0 ほかのお医者さんの悪口をいわない 
O くすりをたくさんもらうことを期待しない 
0 窓口で大声をはりあげない 
01 人の患者さんのつきそいは1人で 
⑩「お願いします」「ありがとうございました― 

のあいさつを 

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
六
十
三
年
 

度
医
療
費
に
対
し
て
六
十
五
年
度
よ
り
 

実
施
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
国
民
健
康
 

保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
の
 

負
担
が
ふ
え
る
訳
で
す
。
こ
の
負
担
を
 

少
し
で
も
な
く
す
為
に
、
普
段
か
ら
健
 

め
ま
し
よ
・
フ
。
 

表
 

彰
 

国
民
健
康
保
険
制
 

度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
 

五
十
周
年
と
な
り
ま
 

し
た
。
こ
れ
を
記
念
 

し
、
永
年
功
労
が
あ
 

っ
た
と
し
て
次
の
方
 

が
十
月
二
十
四
日
に
 

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
赤
池
町
国
民
健
 

康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
の
上
村
大
次
 

郎
氏
、
太
田
隆
徳
氏
（
以
上
県
知
事
表
 

彰
）
、
山
本
宗
彦
氏
（
国
保
連
合
会
理
事
 

長
表
彰
）
、
又
、
健
康
優
良
家
庭
で
宮
崎
フ
 

サ
コ
氏
が
県
知
事
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
 

税を知る週間一n日～17日（国税庁） 
文化財保護強調月間一1日～7日（文化庁） 



m 
童
謡
の
歌
声
よ
 

ふ
る
さ
と
の
野
山
に
こ
だ
ま
せ
ク
 

J肥戸ワツプ 
in あかいけ 

「
ふ
れ
あ
い
と
文
化
の
町
 

つ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
町
制
 

50 

周
年
に
あ
た
る
今
年
度
は
 

数
々
の
記
念
事
業
が
催
さ
れ
 

た
。
6
月
の
町
民
健
康
チ
ェ
 

ト町長の指揮で参加者全員が合唱く 

第
 15 

回
町
 

長
旗
、
議
長
 

杯
、
少
年
剣
 

道
大
会
開
催
 

11
 

月
 13 

日
、
体
協
少
年
剣
道
部
後
援
 

会
主
催
（
木
村
則
義
会
長
）
し
て
行
な
 

わ
れ
る
剣
道
大
会
は
、
近
隣
の
市
町
村
 

51
 

チ
ー
ム
6
百
名
余
り
の
参
加
で
開
催
 

さ
れ
ま
す
。
大
会
は
回
を
重
ね
る
に
つ
 

れ
盛
大
に
な
り
多
く
の
名
選
手
を
送
り
 

出
す
少
年
剣
士
の
登
竜
門
と
い
わ
れ
る
 

ま
で
に
成
長
し
た
。
本
年
も
随
所
に
少
 

年
剣
士
た
ち
の
気
迫
の
ぶ
つ
か
り
合
い
 

が
展
開
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

第
 30 

回
町
民
バ
レ
ー
大
会
 

優
勝
 

エ
ッ
ク
に
始
ま
り
8
月
の
ラ
ジ
ォ
体
操
 

9
月
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
且
、
 
10 

月
の
童
 

謡
ま
つ
り
、
健
康
・
文
化
・
芸
能
面
に
 

各
々
特
色
を
生
か
し
た
事
業
だ
っ
た
。
 

10 

月
 29 

日
 30 

日
に
行
わ
れ
た
童
謡
ま
つ
 

り
は
、
盛
会
に
終
わ
り
多
く
の
人
が
昔
 

か
ら
歌
わ
れ
た
童
謡
を
聞
き
郷
愁
を
感
 

じ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
素
朴
で
 

美
し
い
詩
と
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
よ
っ
て
子
 

ど
も
の
感
性
と
情
操
を
豊
か
に
育
て
る
 

童
謡
を
日
常
的
に
口
づ
さ
む
町
づ
く
り
 

を
目
指
し
童
謡
ま
つ
り
は
企
画
さ
れ
ま
 

し
た
が
、
文
化
を
創
造
し
た
り
継
承
す
 

る
と
い
う
事
は
長
い
時
間
を
有
し
日
常
 

的
な
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
思
う
。
県
 

の
行
え
は
ど
こ
に
 

11 

月
 20 

日、 

赤
池
中
体
育
館
で
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 

大
会
が
開
催
、
本
大
会
は
昭
和
 48 

年
町
 

民
会
館
落
成
と
同
時
に
開
催
さ
れ
第
1
 

回
大
会
の
優
勝
は
、
 
12 

支
所
以
来
 30 

回
 

を
数
え
、
町
内
ス
ポ
ー
ッ
活
動
を
リ
ー
 

ド
し
て
い
る
大
会
で
す
。
今
回
、
7
連
 

覇
を
目
指
し
、
連
勝
街
道
ま
っ
し
ぐ
ら
 

の
 20 

支
所
チ
ー
ム
、
連
覇
阻
止
に
む
け
 

練
習
に
励
む
他
チ
ー
ム
と
の
好
試
合
が
 

繰
り
広
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
 

ス
マ
ッ
シ
ュ
万
【
 

11 

月
 27 

日
、
赤
 

池
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
第
 10 

回
町
 

民
卓
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

卓
球
と
い
う
と
、
日
本
の
お
家
芸
と
 

郡

子

連

被

表

彰

者

 

高
林
さ
ん
堺
さ
ん
（
団
体
）
 

J 

、
 

18
 

支
所
 

あ
す
な
ろ
 

が
決
定
I
I
 

団
地
）
さ
ん
と
、
中
学
生
の
参
加
が
少
 

町
子
供
会
育
成
連
絡
協
議
会
（
大
穂
稔
 

な
い
状
況
で
、
活
発
に
子
ど
も
会
活
動
 

会
長
）
が
 10 

月
 11 

日
開
催
、
各
育
成
会
 

に
参
加
し
下
級
生
の
指
導
に
あ
た
っ
た
 

会
長
‘
役
員
が
出
席
し
、
子
ど
も
会
活
 

中
学
3
年
堺
み
す
ず
（
市
場
）
さ
ん
の
 

動
功
労
者
被
表
彰
 

女
性
2

人
と
な
っ
た
。
ま
た
団
体
は
、
 

」
 

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
 

【高林さん】 【堺さん】 

者
の
選
出
が
検
討
 

さ
れ
た
。
 

そ
の
結
果
個
人
 

で
は
、
子
ど
も
会
 

・
育
成
会
を
世
話
 

し
共
に
活
動
の
推
 

進
に
尽
力
さ
れ
た
、
 

現
子
育
連
会
計
の
 

高
林
悦
子
（
岩
屋
 

子
ど
も
会
報
の
発
刊
な
ど
子
ど
も
達
の
 

自
主
性
に
富
ん
だ
活
動
が
認
め
ら
れ
、
 

10 

支
所
あ
す
な
ろ
子
ど
も
会
を
推
薦
、
 

こ
れ
ら
の
内
容
を
郡
子
連
代
表
者
会
議
 

で
検
討
し
、
決
定
の
運
び
と
な
っ
た
。
 

尚
、
被
表
彰
者
に
つ
い
て
は
、
 
11 

月
 

13 

日
添
田
町
で
行
な
わ
れ
る
第
 16 

回
田
 

川
郡
子
ど
も
の
つ
ど
い
に
お
い
て
、
栄
 

誉
あ
る
表
彰
を
受
け
る
。
 

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
 

▼
「
解
放
令
」
 
は
出
さ
れ
た
が
▲
 

前
号
で
は
、
「
小
倉
藩
に
於
け
る
農
民
 

ぶ
ん
だ
ん
せ
い
さ
く
 

け
い
さ
い
 

の
分
断
政
策
に
つ
い
て
」
を
掲
載
し
ま
 

か
い
ほ
う
れ
い
 

し
た
が
、
今
回
は
「
解
放
令
」
 
は
出
さ
 

の
 

れ
た
が
 

に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
 

い
ま
す
。
 

時
代
が
明
治
に
か
わ
る
と
、
も
と
の
 

は
い
L
 

武
士
の
身
分
は
廃
止
さ
れ
旧
武
士
は
士
 

ひ
 
さ
 
べ
つ
 

族
と
さ
れ
、
被
差
別
部
落
の
身
分
も
一
 

八
七
一
年
（
明
治
四
年
）
の
 
「
解
放
令
」
 

に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ほ
と
 

う
 
き
、
明
治
政
府
は
、
士
族
に
対
し
て
、
 

価
当
時
の
国
の
年
間
予
算
の
四
織
に
も
の
 

内
に
「
子
ど
も
の
歌
」
を
広
く
募
集
し
 

た
と
こ
ろ
多
く
の
作
品
が
集
ま
っ
た
。
 

そ
の
中
か
ら
入
選
 10 

点
が
選
出
さ
れ
、
 

30 

日
に
表
彰
式
が
あ
り
、
こ
の
受
彰
者
 

の
中
に
赤
池
町
の
田
口
幸
彦
さ
ん
（
上
 

野
中
里
）
【
写
真
】
が
選
ば
れ
感
激
も
ひ
 

と
し
お
だ
っ
た
。
こ
の
祭
典
を
明
日
の
 

赤
池
づ
く
り
の
礎
に
し
た
い
も
の
だ
。
 

も
い
う
べ
き
競
技
で
あ
っ
た
が
、
今
で
 

は
、
同
じ
ア
ジ
ア
の
中
国
、
韓
国
に
追
 

い
越
さ
れ
、
ま
き
返
し
に
必
死
の
競
技
 

で
あ
る
。
卓
球
は
、
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
 

と
呼
ば
れ
、
ち
ょ
っ
と
し
た
場
所
と
用
 

具
さ
え
あ
れ
ば
手
軽
に
出
来
る
競
技
で
 

あ
り
ま
す
。
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
に
 

人の心の 

豊かさを 

もとめて 

63年度◆成人式◆ 
該当者】昭和43年4月2 日～ 

昭和44年4月1日まで 

に出生された方です。 

昭和63年度の成人式を昭和64年1月3 日（火）、 

赤池町同和対策中央研修所で挙行いたします。 

※現在、町外に出られている方も対象になり 

ますので、ご連絡下さいますよう、お願い 

致します。 

詳細については教育委員会まで廿28-4 100 

も
卓
球
台
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
ま
 

た
、
体
協
卓
球
部
も
週
1
回
、
練
習
を
 

し
て
お
り
ま
す
。
是
非
、
卓
球
の
楽
し
 

さ
を
味
わ
っ
て
、
本
大
会
に
出
場
し
て
 

は
ど
う
で
す
か
。
 

同
推
協
、
第
2

回
人
権
 

初
冬
の
 

駅
伝
大
会
開
催
予
定
 
赤
池
路
を
 

人
権
の
タ
ス
キ
を
渡
し
、
 

「
汗
と
苦
し
 

み
」
の
中
か
ら
「
人
権
の
尊
さ
」
を
学
 

ん
だ
人
権
駅
伝
。
本
年
は
、
 
12 

月
 11 

日
 

（
日
）
に
予
定
。
昨
年
は
、
公
民
館
は
 

じ
め
、
議
会
な
ど
 17 

チ
ー
ム
の
参
加
で
 

盛
り
あ
が
っ
た
大
会
、
本
年
も
各
チ
ー
 

ム
の
参
加
を
期
待
し
た
い
も
の
だ
。
 

『秋の日はつるべ落 

とし』 

秋の日は、あっとい 

う間に暮れるという意 

味である。時間に追わ 

れ年中あわただしい毎 

日を送る私達にとって 

秋は心の安まる季節で 

ある。秋の夜長に読書 

をしたり、物思いにふ 

ける事で、心のゆとり 

を求めてみては 

翌日は、少々寝不足 

でも。 

あ
る
グ
ル
ー
プ
よ
り
、
 

ペ
ン
習
字
を
習
い
た
い
と
 

申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
 

地
域
に
は
何
か
を
習
い
た
 

い
方
が
、
 
い
か
に
多
い
の
 

で
は
？
井
戸
端
会
議
の
時
 

「
習
っ
て
れ
ば
よ
か
っ
た
 

ネ
。
習
い
た
い
け
ど
」
 

「
い
ま
さ
ら
、
 

こ
の
年
に
な
っ
て
」
 
な
ど
な
ど
 

。 

町
民
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
そ
ん
 

な
グ
ル
ー
プ
の
為
の
先
生
と
の
パ
イ
プ
 

役
で
す
。
お
茶
飲
み
友
達
、
近
所
の
気
 

の
合
っ
た
友
達
と
何
か
手
軽
に
習
い
事
 

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
・
 

現
代
っ
子
は
テ
レ
ビ
ッ
子
ノ
 

ー
日
に
3
時
間
半
以
上
テ
レ
 

ビ
を
見
て
い
る
子
が
、
3
年
 

生
で
 35 

％
、
5
年
生
で
 58 

％、 

6
年
生
で
は
な
ん
と
 61 

％
も
 

い
る
そ
う
で
す
。
こ
ん
な
に
 

テ
レ
ビ
に
時
間
を
取
ら
れ
て
 

い
て
、
子
ど
も
の
健
全
な
発
 

達
が
望
め
る
の
で
し
ょ
う
か
。
よ
く
言
 

わ
れ
る
よ
う
に
様
々
な
問
題
を
は
ら
ん
 

で
い
ま
す
。
読
書
に
対
す
る
影
響
も
そ
 

の
ー
つ
で
す
。
本
に
向
か
う
時
間
を
奪
 

い
、
子
ど
も
の
想
像
力
や
思
考
力
の
発
 

達
を
弱
め
る
事
が
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。
 

学
校
か
ら
帰
っ
て
か
ら
寝
る
ま
で
の
自
 

由
に
な
る
残
り
時
間
は
、
せ
い
ぜ
い
2
 

更コ 

「 88 

童
謡
ま
つ
り
‘
m
赤
池
」
 
が
 

I
健
‘
開
催
さ
れ
た
o

ス
テ
ー
ジ
は
穂
 

鍛
機
（
町
花
）
で
色
ど
ら
れ
、
童
 

（

家

 
謡
創
作
曲
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。
 

c
足

 
最
優
秀
賞
は
、
山
下
学
（
門
司
 

区
在
住
）
さ
ん
作
詞
作
曲
の
「
ね
え
マ
 

マ
（
子
ど
も
の
権
利
宣
言
）
」
に
決
定
し
 

た
▲
山
下
さ
ん
は
、
通
園
施
設
「
光
の
 

子
学
園
に
勤
務
さ
れ
、
毎
日
子
ど
も
に
 

接
す
る
中
で
の
こ
と
を
詩
に
現
わ
し
た
 

も
の
だ
と
い
う
詞
は
一
、
ね
え
マ
マ
ね
え
 

マ
マ
 

ボ
ク
の
話
し
を
聞
い
て
よ
「
忙
し
 

い」 

な
ん
て
言
わ
な
い
で
ー
略
ー
部
屋
 

中
に
飛
び
散
っ
て
る
マ
マ
の
 
「
忙
し
い
」
 

っ
て
言
う
こ
と
ば
を
ご
み
箱
に
か
た
ず
 

け
た
ら
話
を
聞
い
て
く
れ
る
か
も
し
れ
 

な
い
 

」
、
ね
え
パ
パ
ね
え
パ
パ
 

ボ
ク
 

と
少
し
遊
ん
で
よ
「
疲
れ
て
る
」
 
な
ん
 

て
言
わ
な
い
で
ー
略
ー
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
 

ク
ー
デ
タ
ー
 

き
っ
と
ボ
ク
パ
パ
と
マ
 

マ
を
嫌
い
に
な
っ
ち
ゃ
え
か
も
し
れ
な
 

い
よ
 

ね
え
マ
マ
ね
え
パ
パ
 

ボ
ク
と
 

少
し
遊
ん
で
よ
「
う
る
さ
い
ネ
」
 
な
ん
 

て
言
わ
な
い
で
▲
こ
の
詩
の
一
言
一
言
 

が
胸
に
さ
さ
る
の
で
は
…
。
母
親
は
家
 

事
で
忙
が
し
く
、
父
親
は
O
A
化
の
ま
 

っ
た
だ
中
。
子
ど
も
は
塾
づ
け
の
中
で
 

家
に
帰
れ
ば
更
に
勉
強
し
な
さ
い
の
声
 

▲
現
代
は
時
間
と
の
戦
い
で
は
あ
る
け
 

れ
ど
、
子
ど
も
、
も
ち
ろ
ん
お
と
な
も
 

一
緒
に
ふ
れ
合
う
の
が
イ
ヤ
な
わ
け
で
 

は
な
い
。
仕
方
が
な
い
で
す
ま
せ
て
い
 

る
今
の
現
実
を
、
こ
の
詩
を
機
に
考
え
 

直
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
 

グ
ル
ー
プ
作
り
は
自
由
で
す
が
5
名
 

以
上
の
人
達
で
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

ペ
ン
習
字
を
は
じ
め
色
々
な
特
技
を
 

持
た
れ
る
指
導
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

ど
な
た
か
何
か
を
教
え
て
下
さ
る
方
は
 

い
ま
せ
ん
か
？
自
薦
他
薦
は
不
間
ノ
 

詳
細
は
町
民
会
館
公
 28 

1
4
1
0
0
迄
 

1
3
時
間
で
す
。
そ
の
全
部
を
テ
レ
ビ
 

に
費
や
さ
れ
る
と
し
た
ら
、
 
一
体
読
書
 

は
ど
こ
で
す
る
事
に
な
る
の
で
し
ょ
う
 

か
。
町
民
会
館
図
書
室
で
は
、
親
子
で
 

楽
し
め
る
図
書
室
作
り
を
目
指
し
て
い
 

ま
す
。
来
年
度
は
母
と
子
の
読
書
会
の
 

発
足
も
計
画
し
て
お
り
皆
さ
ん
に
是
非
 

参
加
し
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
 

人権学習 

ぽ
る
金
額
を
費
し
て
、
手
厚
い
保
護
政
 

さ
く
 

は
ん
め
ん
 

策
を
と
り
な
が
ら
、
そ
の
反
面
で
は
、
 

部
落
の
人
び
と
に
は
何
ら
の
手
だ
て
も
 

！」う 

ほ

う

ち

 

講
ず
る
こ
と
な
く
放
置
し
た
の
で
し
た
。
 

つ
ま
り
、
江
戸
時
代
の
身
分
政
策
に
 

さ
い
て
い
へ
ん
 

L
 

よ
っ
て
最
底
辺
の
生
活
を
強
い
ら
れ
て
 

き
た
多
く
の
部
落
の
人
々
は
、
被
差
別
 

身
分
が
な
く
な
っ
て
も
、
な
お
、
政
府
 

（
明
治
政
府
）
に
よ
っ
て
差
別
さ
れ
つ
 

づ
け
、
時
代
は
か
わ
っ
て
も
最
底
辺
の
生
 

生
活
を
よ
ぎ
な
く
さ
せ
ら
れ
た
の
で
し
 

た
。
し
か
も
、
江
戸
時
代
の
差
別
政
策
 

い
 

し
き
 

に
よ
っ
て
差
別
意
識
を
う
え
つ
け
ら
れ
 

た
平
民
の
中
か
ら
、
身
分
が
自
分
た
ち
 

… 

て
い
！
」
う
 

と
同
じ
に
な
る
こ
と
に
ね
た
み
や
抵
抗
 

を
も
つ
者
が
現
わ
れ
、
差
別
意
識
が
逆
 

に
強
く
な
る
あ
り
さ
ま
で
し
た
。
こ
の
 

よ
う
に
し
て
政
治
の
差
別
に
よ
っ
て
な
 

お
も
と
り
残
さ
れ
、
つ
く
ら
れ
て
い
っ
 

て
い
 
い
 

か
ん
き
ょ
う
 

た
低
位
な
部
落
の
環
境
は
、
民
衆
に
部
 

落
を
一
段
と
低
い
と
こ
ろ
と
す
る
差
別
 

意
識
を
も
た
せ
つ
づ
け
る
結
果
と
な
り
 

ま
し
た
。
 

こ
う
し
た
歴
史
の
流
れ
の
中
で
、
ご
 

こ
ん
ぼ
ん
て
き
 

く
近
年
ま
で
行
政
の
根
本
的
な
手
だ
て
 

は
、
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
 

し
た
。
こ
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
 

げ
ん
い
h
 

が
原
因
で
、
部
落
差
別
は
、
い
つ
ま
で
 

も
残
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
 

ま
し
た
。
 

今
後
の
広
報
啓
発
の
中
で
「
え
た
、
 

ひ
に
ん
」
と
い
う
封
建
身
分
や
被
差
別
 

部
落
を
略
し
た
用
い
方
で
「
部
落
」
と
 

い
う
用
語
を
用
い
て
い
ま
す
。
現
在
の
 

民
主
主
義
社
会
に
お
い
て
は
用
い
方
に
 

て
ん
ぼ
う
 

▼
部
落
解
放
へ
の
展
望
▲
 

一
九
六
九
年
（
昭
和
四
四
年
）
部
落
 

解
放
の
運
動
と
民
主
主
義
の
高
ま
り
の
 

中
で
、
よ
う
や
く
「
第
二
の
解
放
令
」
 

ど
う
わ
た
い
さ
く
じ
ぎ
ょ
う
と
く
ぺ
つ
そ
 

と
言
わ
れ
る
「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
 

ち

ほ

う

 

置
法
」
 
が
制
定
さ
れ
、
行
政
に
よ
る
差
 

別
を
な
く
す
た
め
の
事
業
や
啓
発
が
す
 

す
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
 

そ
の
後
一
九
八
二
年
（
昭
和
五
七
年
）
 

に
旧
法
が
児
蛾
と
な
り
、
新
た
に
 
「地 

域
改
善
対
策
特
別
措
置
法
」
 
が
制
定
さ
 

れ
、
引
き
つ
づ
き
差
別
を
な
く
す
取
り
 

よ
っ
て
人
権
侵
害
（
差
別
）
に
つ
な
が
 

る
よ
う
な
用
語
は
避
け
る
べ
き
で
す
が
 

学
習
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
や
 

む
を
得
ず
用
い
た
も
の
で
す
。
そ
の
点
 

を
十
分
ご
認
識
の
上
、
学
習
を
よ
り
深
 

め
て
く
だ
さ
い
。
 

組
み
が
、
国
、
県
、
市
町
村
で
一
体
と
 

な
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

入
以
下
次
号
へ
V
 

ー
今
月
の
解
放
講
座
 

ン」 

ン式」 

と
プ
」
ろ
 

11
 

月
 24 

日
（
木
曜
日
）
 

午
後
7
時
 30 

分
か
ら
 

同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

自
己
を
み
つ
め
、
暮
し
を
高
め
 

る
解
放
講
座
へ
、
是
非
ど
う
ぞ
。
 



「
痔
核
（
い
ぼ
痔
）
に
つ
い
て
 

肌
門
周
囲
に
は
発
達
し
て
い
る
血
管
 

の
か
た
ま
り
が
あ
り
、
血
液
の
循
環
が
 

悪
く
な
る
と
こ
こ
か
ら
出
血
し
た
り
、
 

血
管
が
ふ
く
れ
イ
ボ
状
に
と
び
出
て
き
 

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
を
痔
核
（
い
 

ぽ
痔
）
と
呼
び
ま
す
。
若
い
人
か
ら
老
 

人
ま
で
、
こ
の
病
気
で
悩
む
人
は
決
し
 

て
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
女
性
の
場
合
 

妊
娠
で
悪
化
し
分
娩
で
軽
快
す
る
事
も
 

よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
但
し
軽
症
の
場
合
 

が
多
く
、
市
販
薬
等
で
家
庭
で
治
療
さ
 

れ
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
o
 

症
状
と
し
て
は
、
ま
ず
出
血
で
す
o
 

排
便
時
、
排
便
後
に
ま
っ
か
な
血
が
チ
 

リ
紙
に
付
い
た
り
、
便
器
に
ボ
タ
ポ
タ
 

落
ち
ま
す
。
軽
い
う
ち
は
痛
み
は
全
く
 

な
く
、
排
便
後
肌
門
部
不
快
感
が
残
り
 

ま
す
。
肌
門
か
ら
飛
び
出
た
イ
ボ
は
指
 

で
触
れ
ま
す
。
最
初
の
う
ち
は
自
然
に
 

元
に
戻
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
指
で
押
 

し
込
ま
な
い
と
戻
ら
な
く
な
り
ま
す
o
 

更
に
イ
ボ
が
大
き
く
な
り
肌
門
全
体
が
 

健康教室 
赤池町立病院 

外科医長 

日野 富夫 

自
 

外
へ
出
て
く
る
と
脱
肌
と
呼
ば
れ
ま
す
 

が
、
こ
う
な
る
と
痛
み
も
出
て
き
ま
す
 

痛
み
が
激
し
く
指
で
押
し
て
も
戻
ら
な
 

い
状
態
を
巌
頓
（
カ
ン
ト
ン
）
と
呼
び
 

ま
す
が
、
こ
の
場
合
は
至
急
医
師
の
処
 

置
が
必
要
で
す
。
又
、
出
血
は
少
量
ず
 

つ
で
も
長
期
続
け
ば
盆
血
の
症
状
が
出
 

て
く
る
事
も
あ
り
 

ま
す
。
 

診
断
は
、
外
科
 

医
の
外
来
診
察
だ
 

け
で
簡
単
に
わ
か
 

り
ま
す
。
出
血
が
 

続
く
場
合
は
、
直
 

腸
癌
等
を
併
発
し
 

て
い
る
事
が
あ
り
 

ま
す
の
で
、
し
ろ
 

う
と
判
断
で
放
置
 

せ
ず
に
、
町
立
病
 

院
へ
診
察
を
受
け
 

に
来
て
下
さ
い
。
 

大
腸
癌
も
早
期
に
 

治
療
を
す
れ
ば
、
決
し
て
致
命
的
で
は
 

あ
り
ま
せ
ん
。
 

治
療
は
、
出
血
・
脱
出
・
痛
み
等
の
 

症
状
が
強
い
場
合
に
は
、
手
術
を
し
た
 

方
が
良
い
で
し
ょ
う
。
昔
の
手
術
は
、
 

術
後
の
痛
み
が
激
し
く
、
術
後
肌
門
狭
 

窄
や
再
発
す
る
事
も
多
か
っ
た
の
で
す
 

が
、
最
近
は
術
式
も
改
良
さ
れ
、
前
述
 

の
合
併
症
も
か
な
り
改
善
さ
れ
て
い
ま
 

す。 

「
痔
の
手
術
は
痛
い
」
 
と
い
う
の
 

は
、
昔
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
 

又
、
症
状
が
軽
い
場
合
に
は
、
坐
薬
 

等
の
薬
物
療
法
や
、
後
述
す
る
日
常
生
 

活
の
注
意
等
で
改
善
し
ま
す
。
 
一
週
間
 

位
た
っ
て
も
症
状
が
改
善
し
な
い
時
は
 

外
科
医
を
受
診
し
て
下
さ
い
。
 

入
日
常
生
活
の
注
意
V
 

①
お
し
り
は
い
つ
も
清
潔
に
す
る
o
 

毎
日
入
浴
し
、
で
き
れ
ば
排
便
後
は
 

日常生活の注意 

湯
で
洗
う
。
 

ウ
ォ
シ
ュ
レ
 

ッ
ト
の
よ
う
 

な
も
の
が
あ
 

れ
ば
よ
り
良
 

い
と
思
わ
れ
 

ま
す
。
 

②
下
痢
、
便
秘
 

を
避
け
る
。
 

又
、
ト
イ
レ
 

で
は
あ
ま
り
 

り
き
ま
な
い
。
 

③
坐
り
っ
ぱ
な
 

し
や
立
ち
っ
 

ぱ
な
し
を
避
 

け
、
時
々
軽
く
体
操
を
す
る
。
 

④
腰
を
冷
や
さ
な
い
。
 

⑤
香
辛
料
や
ァ
ル
コ
ー
ル
類
は
な
る
べ
 

く
控
え
目
に
す
る
。
 

※
そ
の
他
の
肌
門
の
病
気
 

⑧
肌
門
周
囲
炎
及
び
膿
蕩
 

激
し
い
肌
門
周
囲
の
痛
み
と
腫
脹
が
 

あ
り
、
早
期
に
抗
生
物
質
と
切
開
が
 

必
要
で
す
。
 

50 

歳
の
赤
池
町
④
 

前
号
の
よ
も
や
ま
話
に
続
き
、
そ
れ
 

よ
り
少
し
新
し
い
、
と
い
っ
て
も
三
十
 

年
程
前
の
事
で
す
が
、
今
回
は
「
赤
池
 

炭
坑
」
編
の
二
回
目
と
し
て
、
高
校
を
 

卒
業
す
る
ま
で
炭
坑
の
社
宅
、
い
わ
ゅ
 

る
炭
住
で
暮
ら
し
た
M

さ
ん
の
話
を
聞
 

い
て
頂
き
ま
す
。
 

「
そ
う
で
す
ね
ー
、
 

子
供
の
頃
の
事
で
懐
 

か
し
い
な
あ
と
思
う
 

事
は
や
は
り
隣
近
所
 

の
子
供
と
遊
ん
だ
事
 

で
す
ね
、
当
時
の
遊
 

び
と
言
え
ば
 
「
カ
ン
 

ケ
リ
」
「
陣
と
り
」
「
パ
 

ッ
チ
ン
」
「
ラ
ム
ネ
」
 

「
ネ
コ
ロ
ン
」
 
私
た
 

ち
と
同
世
代
の
人
は
 

み
ん
な
こ
の
名
前
を
 

聞
く
だ
け
で
ど
ん
な
遊
び
か
解
か
る
と
 

思
い
ま
す
ね
、
そ
れ
か
ら
山
へ
行
き
、
 

竹
を
切
っ
て
き
て
、
ゴ
ム
鉄
砲
を
作
る
 

と
か
色
々
や
り
ま
し
た
。
今
と
一
番
違
 

う
事
は
、
そ
れ
等
の
遊
び
ー
つ
ひ
と
つ
 

が
集
団
で
や
っ
て
い
た
と
い
う
事
で
す
 

ね
。
そ
の
集
団
を
ひ
っ
ぱ
る
リ
ー
ダ
ー
 

が
い
て
、
そ
の
人
を
中
心
に
遊
ぶ
、
そ
 

う
れ
も
、
戸
外
で
で
す
ね
。
そ
の
頃
、
昭
 

け

和
三
十
四
、
五
年
位
で
し
ょ
う
か
、
家
 

の
外
も
道
路
も
今
み
た
い
に
車
は
多
く
 

ッ
」
「
遊
星
王
子
」
「
赤
銅
鈴
之
助
」
、
ヤ
 

あ
り
ま
せ
ん
し
、
子
供
た
ち
の
遊
び
場
 

グ
ラ
の
回
り
を
二
重
、
三
重
に
な
っ
て
 

は
、
そ
れ
こ
そ
無
数
に
あ
り
ま
し
た
。
 

踊
っ
た
『
盆
踊
り
』
、
普
段
夜
九
時
頃
 

私
に
も
子
供
が
い
ま
す
が
、
家
の
中
で
 

に
な
る
と
電
気
を
消
し
て
寝
て
い
ま
し
 

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
な
ん
か
や
っ
て
い
る
の
 

た
の
で
、
十
時
、
十
一
時
と
夜
ふ
か
し
 

を
見
る
と
、
ち
ょ
っ
と
可
哀
そ
う
な
気
 

を
し
て
も
怒
ら
れ
な
い
の
で
、
楽
し
い
 

が
し
ま
す
ね
。
 

は
ず
で
す
。
 

轟
難
難
子
供
親
巽
長
す
よ
 

仲
間
が
必
ず
い
ま
し
た
。
 

辛
か
っ
た
事
で
す
か
、
そ
り
や
あ
、
 

風
呂
に
入
る
の
は
ー
ー
の
次
、
 

近
所
や
学
校
で
遊
ん
だ
仲
間
と
の
別
れ
 

遊
ぶ
の
が
目
的
で
風
呂
に
 

で
す
ね
、
小
学
校
の
後
半
だ
っ
た
で
し
 

行
っ
て
い
ま
し
た
。
私
が
 

ょ
う
か
、
炭
坑
が
不
景
気
と
な
り
、
 
一 

い
つ
も
行
っ
て
い
た
風
呂
 

緒
に
遊
ん
で
い
た
幼
な
な
じ
み
が
親
の
 

屋
は
今
の
松
本
地
区
に
あ
 

仕
事
の
都
合
で
、
 
一
人
減
り
二
人
減
り
 

り
、
浴
そ
う
が
三
つ
あ
り
、
 

し
て
い
く
ん
で
す
か
ら
、
そ
り
ゃ
辛
い
 

一
番
風
呂
は
炭
坑
か
ら
上
 

も
の
で
し
た
。
昨
年
で
し
た
か
、
長
崎
 

が
っ
て
顔
も
身
体
も
真
黒
 

県
の
高
島
炭
坑
の
閉
山
の
事
が
テ
レ
ビ
 

の
人
た
ち
が
、
そ
の
汚
れ
を
落
す
た
め
 

で
あ
り
ま
し
た
が
、
高
島
坑
を
離
れ
て
 

に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
子
供
た
ち
に
は
 

い
く
子
供
と
、
そ
れ
に
手
を
振
っ
て
い
 

泥
に
よ
り
湯
が
ぬ
る
い
た
め
、
丁
度
良
 

る
子
供
と
、
見
て
い
る
内
に
自
分
の
子
 

い
く
ら
い
の
温
度
、
風
呂
に
入
っ
て
汚
 

供
の
頃
が
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
、
自
 

れ
る
の
は
、
こ
の
風
呂
屋
位
で
し
ょ
う
 

然
に
涙
が
出
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
で
 

ねo

私
が
泳
ぎ
を
覚
え
た
の
が
こ
の
風
 

す
か
ね
、
夜
寝
て
い
る
と
親
の
話
し
声
 

呂
で
す
o

楽
し
い
思
い
出
は
、
他
に
も
 

が
聞
こ
え
て
き
ま
し
て
「
も
う
す
ぐ
水
 

色
々
あ
り
ま
す
o
 

「
山
の
神
」
へ
桜
の
 

道
代
、
電
気
代
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
 

花
見
、
三
本
立
て
十
円
の
映
画
館
 
つ万 

な
い
」
、
今
で
は
支
払
う
の
は
当
り
前
 

映
』
で
見
た
 
「
ス
ー
パ
ー
ジ
ャ
イ
ア
ン
 

な
ん
で
す
が
、
炭
住
生
活
に
光
熱
費
は
 

き×・：・×・：・×・：くく・：・×く・×・x・：・ン×・：・×・：・×・：・×・×・×・×・：・×・：く’ミ，就 せ 行 な に 
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保険婦です 

気
 

一七 ーフ お
 

秋
も
深
ま
り
 

肌
寒
さ
が
身
に
 

泌
み
る
季
節
に
 

な
り
ま
し
た
が
、
 

寒
く
な
る
と
血
 

圧
が
上
が
る
の
 

を
ご
存
知
で
す
 

か
？
・
こ
れ
は
、
 

寒
さ
か
ら
身
を
 

守
る
為
に
末
端
 

の
血
管
を
縮
め
 

た
結
果
で
す
が
 

こ
の
細
い
血
 

管
に
無
理
に
 

必
要
な
血
液
 

を
流
そ
う
と
 

し
て
力
が
入
 

り
、
こ
れ
が
 

血
圧
を
上
げ
る
 

の
で
す
。
又
、
 

気
温
が
ぐ
っ
と
 

下
る
と
血
液
が
 

ね
ば
り
、
流
れ
 

に
く
く
、
更
に
 

三
三
三
三
II
三
三
三
三
三
三
」
三
一
三
三
三
」
三
三
三
三
三
 

⑧
痔
痩
 

肌
門
周
囲
の
皮
膚
に
孔
が
あ
き
、
そ
 

こ
か
ら
時
々
膿
が
出
ま
す
。
放
っ
て
 

お
い
て
も
自
然
治
ゆ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

外
科
治
療
が
必
要
で
す
。
 

⑥
痔
裂
（
裂
け
痔
、
切
れ
痔
）
 

固
い
便
を
無
理
に
排
出
す
る
時
等
に
 

肌
門
に
裂
け
目
が
で
き
て
、
出
血
や
 

痛
み
が
あ
り
ま
す
。
 

不
要
で
し
た
。
そ
ん
な
事
を
心
配
し
て
 

い
る
両
親
の
声
に
大
変
な
ん
だ
な
あ
ー
 

と
思
い
ま
し
た
。
 

I
・
I

・ 

Il

・ 

ら 
戸
 

地
 

。
 、

 

上
が
り
ま
す
。
そ
し
て
、
老
化
し
て
い
 

る
血
管
、
動
脈
硬
化
等
の
あ
る
も
ろ
い
 

血
管
が
あ
る
時
、
脳
卒
中
を
お
こ
し
ま
 

す。 血
圧
は
気
に
し
す
ぎ
る
と
悪
い
と
か
 

血
圧
が
高
く
て
も
症
状
が
全
く
な
く
健
 

康
だ
と
思
っ
て
い
る
方
も
い
ま
す
が
、
 

脳
卒
中
で
倒
れ
た
人
の
大
半
は
常
々
血
 

圧
が
高
い
の
を
放
置
し
て
い
る
場
合
が
 

多
い
の
で
す
。
又
、
若
い
方
も
年
令
が
 

か
さ
ん
で
も
血
圧
を
上
げ
な
い
為
に
次
 

の
よ
う
な
食
生
活
に
気
を
つ
け
て
、
ふ
 

だ
ん
か
ら
血
圧
を
測
っ
て
お
き
ま
し
ょ
 

う
。
今
は
手
軽
に
自
分
だ
け
で
測
れ
る
 

自
動
血
圧
計
も
普
及
し
て
い
ま
す
。
時
 

間
を
決
め
て
出
来
る
だ
け
、
て
い
ね
い
 

に
正
確
に
測
っ
て
下
さ
い
。
そ
し
て
健
 

康
手
帳
や
血
圧
手
帳
等
に
記
録
し
て
お
 

く
と
あ
と
で
大
変
役
立
ち
ま
す
。
 

▼
l
n
向
血
圧
予
防
の
食
生
活
五
ケ
条
▲
 

一
、
減
塩
を
実
行
し
よ
う
。
 

二
、
新
鮮
な
野
菜
、
く
だ
も
の
を
十
分
 

と
ろ
・
フ
。
 

三
、
動
物
性
脂
肪
は
ひ
か
え
め
に
。
 

四
、
た
ん
白
質
は
た
っ
ぷ
り
と
。
 

五
、
カ
ロ
リ
ー
の
と
り
す
ぎ
に
注
意
し
 

よ・フ。 

た
か
ら
で
す
。
 

私
は
高
校
を
出
て
す
ぐ
関
西
へ
就
職
 

し
ま
し
た
が
、
二
年
程
し
て
赤
池
へ
帰
 

っ
た
時
、
 

一
番
驚
い
た
の
は
、
県
道
「
北
 

九
州
、
小
竹
線
」
が
出
来
 

て
い
た
事
で
す
。
子
供
の
 

頃
、
同
じ
ル
ー
ト
に
ト
ロ
 

ッ
コ
が
走
っ
て
い
て
、
そ
 

の
ト
ロ
ッ
コ
に
乗
っ
て
遊
 

ん
で
い
た
も
の
で
し
た
。
 

現
在
、
私
は
関
西
か
ら
 

帰
っ
て
来
て
北
九
州
に
勤
 

め
て
い
ま
す
が
、
で
き
れ
 

ば
赤
池
で
働
き
た
い
。
食
 

べ
て
い
け
れ
ば
町
内
で
働
 

F

」一一（・ 

く
の
が
一
番
良
い
と
思
っ
 

て
い
ま
す
。
北
九
州
ま
で
も
行
き
た
く
 

な
い
で
す
よ
、
他
の
土
地
で
仕
事
な
ん
 

て
し
た
く
は
な
い
で
す
。
私
が
生
れ
育
 

っ
た
「
赤
池
」
が
一
番
好
き
で
す
か
ら
 

ね。 
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」、、 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

※
十
月
十
八
日
現
在
 

【
香
典
返
し
】
清
原
義
則
（
車
道
）
 

〇
川
原
安
喜
（
中
町
団
地
）
〇
前
田
繁
利
 

（
南
町
団
地
）
〇
宇
都
宮
ス
ミ
エ
（
田
 

川
市
）
〇
 20 

支
所
公
民
館
（
故
長
網
正
 

夫
）
〇
森
末
子
（
徳
人
原
）
〇
竹
本
ァ
 

サ
ェ
（
車
道
）
以
上
七
件
で
総
額
二
十
 

七
万
円
で
す
。
 

【
寄
附
】
財
団
法
人
福
銀
報
公
会
理
事
 

長
山
下
敏
明
廿
十
万
円
〇
赤
池
町
消
防
 

第
3
分
団
廿
二
万
円
〇
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
 

連
盟
廿
一
万
円
〇
匿
名
の
方
六
名
廿
一
一
 

万
円
〇
九
支
所
婦
人
会
ー
一
万
円
 

【
特
別
賛
助
会
費
】
（
一
口
一
万
円
）
赤
 

池
町
議
会
議
員
廿
九
口
〇
加
治
馨
ー
一
口
 

【
賛
助
会
費
】
（
一
口
千
円
）
沢
永
孝
美
 

廿
一
口
〇
早
川
清
海
廿
二
口
〇
白
川
ス
 

ナ
コ
廿
二
口
〇
沖
ユ
リ
エ
ー
三
口
 

、
、
、
・
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福祉バス「ふれあい号」 

1部変更（便利になります） 

みなさんの足としてすっかり定 

着しました「ふれあい号」が更に 

便利になります。 

午前9時、福祉センター発「上 

野～市場」を循環している便が、 

これまで「赤池商工会前」で停車 

していたのを、この時間に利用さ 

れている方の多くが「町立病院」 

に行かれているため、 「町立病院 

前」にも停車する事になります。 

時間は、 9時45分頃になります。 

どしどし利用して下さい。 

【
ふ
れ
あ
い
基
金
】
岩
男
キ

I
I
、
ー
五
千
 

円
〇
渡
ハ
ル
ョ
ー
五
千
円
〇
世
良
一
幸
 

ー
一
万
円
〇
赤
池
支
部
木
月
睦
夫
ー
一
 

万
円
〇
福
祉
バ
ス
の
ふ
れ
あ
い
基
金
箱
 

廿
三
万
七
千
三
百
十
四
円
 

※
岩
男
キ
ミ
さ
ん
は
十
月
号
に
も
れ
て
 

い
ま
し
た
の
で
今
月
に
掲
載
さ
せ
て
頂
 

き
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
 

お
詫
び
し
ま
す
。
 

※
 10 

月
号
香
典
返
し
の
中
で
大
久
保
光
 

昂
と
あ
り
ま
し
た
の
は
大
久
保
光
昇
の
 

誤
り
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
 

【
古
切
手
】
商
工
会
廿
二
千
四
百
二
十
 

枚。 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

〇
ア
ワ
ヤ
呉
服
店
（
赤
池
）
金
一
封
〇
藤
 

村
澄
子
（
上
野
）
、
浦
田
五
月
（
赤
池
）
金
一
 

封
〇
日
野
喜
美
男
（
赤
池
）
金
一
封
〇
赤
 

池
町
議
会
、
金
一
封
〇
長
野
賢
治
（
上
野
）
 

缶
ジ
ュ
ー
ス
 30 

缶
、
清
酒
一
升
〇
大
庭
 

本
店
（
赤
池
）
缶
ジ
ュ
ー
ス
 48 

缶
〇
大
庭
 

文
具
薬
店
（
赤
池
）
清
酒
3
升
〇
藤
村
商
 

店
（
上
野
）
イ
チ
ジ
ク
 10 

ぬ
〇
池
田
牛
乳
 

店
（
上
野
）
プ
リ
ン
 48 

個
〇
小
松
鮮
魚
店
 

（
上
野
）
ビ
ー
ル
 20 

本
〇
世
良
鮮
魚
店
 

（
赤
池
）
、
亀
井
精
肉
店
（
赤
池
）
み
か
ん
 

15 

ぬ
〇
筑
豊
天
国
社
（
赤
池
）
ビ
ー
ル
 20 

本
〇
小
松
篤
生
（
上
野
）
缶
ビ
ー
ル
 48 

缶、 

缶
コ
ー
ヒ
ー
 60 

缶
〇
藤
高
石
油
（
赤
池
）
 

清
料
飲
料
水
l
l

サ
イ
ズ
 10 

本
〇
居
原
 

酒
店
（
赤
池
）
清
酒
2
升
〇
長
尾
舞
踊
（
 

直
方
市
中
泉
）
ロ
ー
ル
カ
ス
テ
ラ
 10 

本
 

〇
竹
本
ァ
サ
ェ
（
赤
池
）
金
一
封
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11月福祉センターの行事 
【休館日】 【仏教講演会】 

3日、7日、14日 

20日、21日、23日 【心配ごと相談日】 

28日 8日、17日、27日 

午前10時～午後3時 

【バス運行日】 【母子婦人相談日】 

毎日運行 第4水曜、23日は祝日 

【演 芸】 の為、24日に変更 

入館者へ自由に 午前10時～午後3時 

舞台を提供しま 【健康相談日】 

す 第2火曜、8日因 

午前10時～午後3時 

、
、
、
 

、
、
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、
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、
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、
ー
、
→
→
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ろJ

＋
力
・
目
火
火
・
ム
央
介
ク
 

二
・
g
"
，
‘
木
I

一
一
i
I
ロ
‘
→
申
」
三
一
a
 

圏
イ
ン
フ
ル
ェ
ン
ザ
 

八
日
因
 

四
区
公
民
館
 

九
日
困
 

市
場
小
学
校
保
健
室
 

十
五
日
因
 
町
民
会
館
 

十
七
日
困
 
老
人
ホ
ー
ム
 

二
十
四
日
困
四
区
公
民
館
 

二
十
五
日
国
市
場
小
学
校
保
健
室
 

二
十
九
日
因
町
民
会
館
 

※
対
象
は
三
歳
以
上
の
方
で
、
時
間
は
 

い
ず
れ
も
 13 

時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分
で
す
。
 

圏
一
歳
六
カ
月
検
診
 

・
十
日
困
 

町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分
 

対
象
者
一
一
歳
六
カ
月
ー
一
歳
九
カ
 

日『 

圏
三
種
混
合
 

・
十
八
日
囲
 

町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分
 

対
象
者
一
生
後
 24 

カ
月
ー
 48 

カ
月
 

圏
乳
児
保
育
相
談
 

・
一
一
十
一
日
囲
 

町
民
会
館
 

10 

時
ー
 11 

時
 

対
象
者
一
生
後
4

、 
7
、 
10 

カ
月
児
 

圏
麻
し
ん
 

・
二
十
二
日
因
 
町
立
病
院
 

13 

時
 30 

分
ー
 14
 

時
 30 

分
 

対
象
者
一
生
後
 18 

カ
月
ー
 36
 

カ
月
 

園
献
 

血
 

・
一
一
十
八
日
囲
 

10 

時
ー
 13 

時
（
赤
池
商
事
前
）
 

14 

時
ー
 16 

時
（
役
場
横
旧
第
二
公
民
 

館
前
）
 

時
候
の
あ
い
さ
つ
も
何
に
も
な
く
、
 

突
然
で
す
が
、
子
母
沢
寛
の
著
作
に
、
 

「
駿
河
遊
侠
伝
」
と
い
う
清
水
次
郎
長
 

一
代
記
が
あ
り
ま
す
。
別
に
次
郎
長
の
 

こ
と
を
書
こ
う
と
思
っ
て
い
る
訳
で
は
 

あ
り
ま
せ
ん
。
実
は
こ
の
著
書
の
中
に
 

石
炭
の
事
が
数
行
書
か
れ
て
い
ま
す
。
 

そ
れ
に
よ
る
と
、
ゴ
へ
タ
、
五
兵
衛
 

田
、
五
平
太
な
ど
と
地
方
各
所
で
呼
ば
 

れ
た
石
炭
は
、
 
一
説
に
よ
る
と
「
五
兵
 

衛」 

と
い
う
人
の
畑
か
ら
発
見
さ
れ
た
 

の
で
、
前
記
の
様
な
名
称
が
つ
い
た
と
 

い
う
事
で
す
。
 

次
郎
長
に
興
味
を
覚
え
て
読
み
出
し
 

た
本
の
中
に
、
石
炭
の
話
が
出
て
く
る
 

と
は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

「
犬
も
歩
け
ば
」
 
の
た
ぐ
い
で
、
私
み
 

た
い
に
、
目
的
も
な
く
フ
ラ
フ
ラ
し
て
 

い
て
も
、
何
か
に
ぶ
つ
か
る
事
が
あ
り
 

ま
す
。
要
は
、
何
に
で
も
興
味
を
も
つ
 

事
な
ん
で
す
か
ね
。
 

、 

I 

※
お
詫
び
と
訂
正
 

10 

月
号
議
会
だ
よ
り
、
請
願
の
中
で
 

独
占
寡
婦
と
あ
る
の
は
独
居
寡
婦
の
、
 

同
じ
く
採
択
と
あ
る
の
は
厚
生
委
員
会
 

に
付
託
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
 

の
請
願
の
付
択
は
付
託
の
間
違
い
で
し
 

た
、
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
 

11月は町県民税4 期分の納税月です 


